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平成30年度鹿児島県総合教育センター調査研究発表会

未来の創り手に求められる資質・能力を
育成する授業に関する研究

－主体的・対話的で深い学びの実現を通して－

【第３分科会（算数・数学）】

鹿児島県総合教育センター

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携･協働しながら、未来の創り手となるために必要な知識や力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現
各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

何を学ぶか

小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共（仮
称）」の新設など

各教科等で育む資質･能力を明確化し、目標や内容を構造
的に示す

学習内容の削減は行わない※

※高校教育については、些末な事実的知識の暗記が大学入学者選抜で問われることが課題になっており、
そうした点を克服するため、重要用語の整理等を含めた高大接続改革等を進める。

新しい時代に必要となる資質･能力の育成

何ができるようになるか

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性の涵養

主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・
ラーニング」）の視点からの学習過程の改善

深い学び

主体的な学び

対話的な学び

どのように学ぶか

生きて働く知識･技能の習得
など、新しい時代に求められ
る資質･能力を育成

知識の力を削減せず、質の高
い理解を図るための学習過程
の質的改善

新学習指導要領の方向性

1 算数・数学科において育成すべき
資質・能力

２ 算数・数学科における知
識の理解の質を高める学習
内容の在り方

３ 算数・数学科における
「主体的・対話的で深い学
び」の視点からの学習方法
の在り方

三つ柱の説明

２ 算数・数学科における知識の理解の質を高める
学習内容の在り方 Ｐ２３

３ 算数・数学科における「主体的・対話的で深い
学び」の視点からの学習方法の在り方 Ｐ２４

研究発表

1 算数・数学科において育成すべき資質・能力
（数学的 に考 え る 資質 ・能力） Ｐ 2 1 , Ｐ 2 2

Ｐ１～Ｐ４の概要Ｐ２１～Ｐ２４の概要

数学的活動
学びに向かう力，
人間性等

思考力，判断力，
表現力等

知識及び技能

「数学的な見方･考え方」

Ｐ．２数学的に考える資質・能力 1 算数・数学科において育成
すべき資質・能力･･･Ｐ２１

5

数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解
するとともに，
日常の事象を数理的に処理する技能を身に付けるようにする。

数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解
するとともに，
事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，
事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したり
する技能を身に付けるようにする。

Ｐ．２知識及び技能

小・中・高を通した資質・能力
（知識及び技能）の育成を目指す

1 算数・数学科において育成
すべき資質・能力･･･Ｐ２１

小学校

中学校

高等学校

技能を
身に付ける

知識(概念)を
理解する

この問題を解決して何ができるようになる？

Ｐ．２知識及び技能

1000×２＋100×４＋１０×３

1 算数・数学科において育成
すべき資質・能力･･･Ｐ２１

計算のきまりを理
解できた

＋，×（四則）の混合した
式の計算ができた

○ 基礎的・基本的な知識及び技能の確実
な習得を図ることを重視
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○ 思考力，判断力，表現力等を育むため
の重要な要素
○ 生きて働く知識及び技能の習得

Ｐ．２知識及び技能

たか子さんたちは，調理実習に必要な材料をそ
ろえるために，買い物に行くことにしました。
たか子さんのおさいふの中には，1000円札が２

枚，100円玉が４枚，10円玉が３枚入っています。
（1）たか子さんのおさいふには，いくら入って

いるでしょうか。式と答えを書きましょう。

全国学力・学習状況調査サンプル問題（Ｈ３１～）を基に作成

1 算数・数学科において育成
すべき資質・能力･･･Ｐ２１
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日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力，
基礎的･基本的な数量や図形の性質などを見いだし統合的･発展的に考察する力，
数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現したり目的に応じて柔軟に
表したりする力を養う。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，
数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力，
数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，
事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，
数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

Ｐ．２思考力，判断力，表現力等

小・中・高を通した資質・能力
（思考力，判断力，表現力等）の育成を目指す

統合的・発展的
に考察する力

1 算数・数学科において育成
すべき資質・能力･･･Ｐ２１

論理的
に考察する力

数学的な表現を用いて

表現する力

小学校

中学校

高等学校

Ｐ．２思考力，判断力，表現力等

久しぶりに小学校に行くと，階段の一段一段の高さ
が低く感じられることがある。
これは，小学校と高等学校とでは
階段の基準が異なるからである。
学校の階段の基準は，下のように
建築基準法によって定められている。
高等学校の階段では，蹴上(けあ)げが18cm 以下，踏

面(ふみ)づらが26cm 以上となっており，この基準では，
傾斜は最大で約35°
である。

大学入学共通テスト 試行問題

（H30）を基に作成

1 算数・数学科において育成
すべき資質・能力･･･Ｐ２１

Ｐ．２思考力，判断力，表現力等

階段の傾斜をちょうど33°とするとき，蹴上
げを18cm 以下にするためには，踏面をどのよ
うな範囲に設定すればよいか。踏面を x cm と
して， x のとり得る値の範囲を求めるための不
等式を，33°の三角比と x を用いて表せ。

建築基準法？
蹴上げ？踏面？

三角比･･･sin，cos，tan
蹴上げと踏面の関係は･･･

○ 問題を発見し，解決していくまでの過程を遂行した
り，協働的に問題解決したりするための重要な要素
○ 未知の状況にも対応できる思考力，判断力，表現
力が必要

1 算数・数学科において育成
すべき資質・能力･･･Ｐ２１
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数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き，学習を振り返ってよりよく
問題解決しようとする態度，
算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養う

数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生
活や学習に生かそうとする態度，
問題解決の過程を振り返って評価・改善したりする態度を養う

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりする
態度や創造性の基礎を養う

Ｐ．２学びに向かう力，人間性等

小・中・高を通した資質・能力
(学びに向かう力・人間性等)の育成を目指す

小学校

中学校

高等学校

1 算数・数学科において育成
すべき資質・能力･･･Ｐ２１

数学のよさ振り返り

活用
（生かす）

○ 学んだことをどのような方向性で働かせて
いくのかを決定付ける重要な要素
○ 振り返って新たな問いや疑問，推測などが
発生したり，活用することで数学のよさを実感
したりすることが大切

Ｐ．２学びに向かう力，人間性等 1 算数・数学科において育成
すべき資質・能力･･･Ｐ２１

知識及び
技能

思考力，
判断力，
表現力等

どのような
方向性で働かせるか

学びに向かう力，
人間性等

子供が主体となって
問題を解決していくこと
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数学的に表現した
問題

焦点化した
問題

結果

数学の事象日常生活や
社会の事象

【現実の世界】 【数学の世界】

数学化 数学化

統合・発展
／体系化

事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を
自立的，協働的に解決する過程を遂行すること

活用・意味づけ

数学的活動

Ａ１ Ａ２

Ｂ

Ｃ

Ｄ１ Ｄ２

Ｐ．２学習過程の果たす役割 1 算数・数学科において育成
すべき資質・能力･･･Ｐ２２

数学的に表現した
問題

焦点化した
問題

結果

日常生活
や社会の
事象

数学化

活用・
意味づけ

Ａ１

Ｂ

日常生活や社会の事象からの学習過程

統合・発展
／体系化

条件に合うイスの並べ方にす
るためには，どのようにすれ
ばよいか。

縦をx脚，横をy脚とし，xとy

の関係を表，式，グラフに表
して，二つの数量の関係を見
付けましょう。

1 算数・数学科において育成
すべき資質・能力･･･Ｐ２２

数学的に表現した
問題

焦点化した
問題

結果

数学の
事象

数学化

統合・発展
／体系化

Ａ２

Ｂ

数学の事象からの学習過程

活用・
意味づけ

２×３＝６，５×６＝30
11×12＝132，
何か規則性があるのでは

連続する二つの整数の積が２の
倍数になることを証明しよう。

連続する二つの整数の積がいつ
でも２の倍数になることを証明
するためには，どのようにすれ
ばよいか。

1 算数・数学科において育成
すべき資質・能力･･･Ｐ２２

結果

【現実の世界】 【数学の世界】

数学化 数学化

統合・発展
／体系化活用・意味づけ

Ａ１ Ａ２
Ｂ

Ｃ

Ｄ１ Ｄ２

Ｐ．２資質・能力のポイント 1 算数・数学科において育成
すべき資質・能力･･･Ｐ２２

○ 求められている三つの資質・能力がどのような
ものかを理解しておくこと
○ 資質・能力の育成には，学習過程の果たす役
割が重要であること
○ 子供が主体となって問題を解決させていくこと

日常生活や
社会の事象 数学の事象

数学的に表現した
問題

焦点化した
問題

発
展
的
な
問
題
発
見

問題の解決過程

類似問題や発展問題の解決過程

他領域・他分野の問題の解決過程

教科横断の問題の解決過程

活
用

活
用

活
用

活
用

汎用的な概念
見方・考え方の

獲得

領域・分野横断の
概念，

見方・考え方等の
獲得

洗練された
領域固有の概念，
見方・考え方等の

獲得

概念，
見方・考え方等の

獲得

算数・数学の
問題発見・解決の
広がりと
汎用的な
見方・考え方等の
獲得過程

問題発見・解決の広がり ２ 算数・数学科における知識の理解
の質を高める学習内容の在り方･･･Ｐ２３

※ 教育課程部会 算数・数学ワーキンググループにおける審議の取りまとめを基に作成

問題の解決過程

類似問題や発展問題の解決過程

他領域・他分野の問題の解決過程

教科横断の問題の解決過程

活
用

活
用

汎用的な概念
見方・考え方の

獲得

概念，
見方・考え方等の

獲得

問題発見・解決の広がり ２ 算数・数学科における知識の理解
の質を高める学習内容の在り方･･･Ｐ２３

※ 教育課程部会 算数・数学ワーキンググループにおける審議の取りまとめを基に作成

発
展
的
な
問
題
発
見

活
用

活
用

領域・分野横断の
概念，

見方・考え方等の
獲得

洗練された
領域固有の概念，
見方・考え方等

の獲得

学んだ知識を活
用させること

知識を関連付け
ること
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Ｐ．２学習内容の在り方（例）

(例）代表値の学習について

平均値，中央値，最頻値，最大値，最小値

学級の生徒がどのような長方形を美しいと思うかを調
べることにしました。そこで，右のような，長さ５ｃｍ
の線分がかかれた用紙を学級の生徒33人に配り，それを
１辺とする長方形をかいてもらいました。
集計した結果を下のようにまとめました。

全国学力・学習状況調査サンプル

問題（Ｈ３１～）を基に作成

２ 算数・数学科における知識の理解
の質を高める学習内容の在り方･･･Ｐ２３

○ 知識の理解の質を高める学習課題の工夫
○ 資質・能力の育成を意図した指導計画の見
直し

Ｐ．２学習内容の在り方（例）

拓真さんは，横が7.6cm長方形をかきました。学級の
中で， 拓真さんのかいた長方形より横の辺の長さが長
いものをかいた人が多いのか，横の辺の長さが短いも
のをかいた人が多いのかは，ある値と比べることでわ
かります。その値を，下のアから
オまでの中から１つ選びなさい。

ア平均値 イ中央値 ウ最頻値
エ最大値 オ最小値

２ 算数・数学科における知識の理解
の質を高める学習内容の在り方･･･Ｐ２３

指導計画の見直し

問題の解決過程

他領域・他分野の問題
の解決過程

類似問題や発展問題
の解決過程

教科横断の問題の
解決過程

教科横断の問題の
解決過程

（例） 中学校第２学年「一次関数」（第２節「方程式と一次関数」）

学習内容
のつながり

資質・能力
の育成

２ 算数・数学科における知識の理解
の質を高める学習内容の在り方･･･Ｐ２３

● 問題の解決に向けて見通しをもつ

● 粘り強く問題解決に取り組む

● 問題の解決を振り返る

□ 数学的な見方・考え方を働かせた見通し（帰納・
演繹・類推）をもっているか
□ 自己の変容を自覚化しているか

（例）教師が意識すること

・発問（｢気付いたことはありませんか？｣,｢きまりをもとに考

えられませんか？ ｣,｢前に学習したことは使えませ

んか？｣）

・自己の変容を自覚化できる場の設定（まとめや振り返り）

主体的な学びの実現へ向けて
３ 算数･数学科における｢主体的・対話的で深い
学び｣の視点からの学習方法の在り方･･･Ｐ２４

□ 自分の考えを表現しているか
□ 言葉や数，式，図，表，グラフを用いて

説明しているか

● 数学的な表現を用いて論理的に説明する

● よりよい考えや事柄の本質について話し合う

（例）教師が意識すること

・指示（｢まず,次に～という言葉を使って説明してください｣,

｢言葉や数,式,図,表,グラフを使ってかいてください

(説明してください)｣

・形態（｢ペアで確認｣,｢グループで考えを広げ深める｣）

・対象，方法，目的（｢何を｣,｢どのように｣,｢ゴールは｣）

対話的な学びの実現へ向けて ３ 算数･数学科における｢主体的・対話的で深い
学び｣の視点からの学習方法の在り方･･･Ｐ２４

● 「数学的な見方・考え方」を働かせ，数学的活動を通して，
新しい概念を形成したり，よりよい方法を見いだしたりする

・ 解決した結果の意味を元の事象や既習の知識と結び付ける
・ 知識や方法を統合し，更に発展する

□ 着眼点や考えの方向性をもつようにしているか
□ 論理的に（筋道を立てて）表現や説明をしたり，
関連付けたまとめや発展的な考えをしたりしているか

（例）教師が意識すること

・机間指導（児童生徒一人一人の着眼点や考え方を見取る）

・発問（｢二つを比較していえることは｣,｢共通していえること

は｣,｢結局何がいえるのか｣,｢学習したことは，どこで

使えそうか」）

深い学びの実現へ向けて ３ 算数･数学科における｢主体的・対話的で深い
学び｣の視点からの学習方法の在り方･･･Ｐ２４


